





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A 富士シテ‘ナ 0 ? 1 0 0 D 0 1 1 1 0 0 1 0 0 計画進行中
B セブンイレフン 0 o 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 計画進行中
e 相鉄ローゼン 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1
???
1
D ハソクキミ骨ワ 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 1．　　　　　1 1 0 計画進行中
E ファミリーマート 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1
F G－NET 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1
G 大阪屋・栗田出版販売 1 0 0 0 0 0 1 0 0 D 0 o 1 0 0
H 大丸・三越 1 0 0 0 1 0 o 1 0 0 1 0 1 0 0
1 伊那シジシーセノター 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 計画進行中
」 車両物流連絡会 1 o o 1 1 1 0 0 0 D 0 0 1 0 0
K 明治乳業・森永乳業 1 0 0 0 1 1 0 0 0 G 0 0 1 0 0
L 道内運輸5社 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
M 山形物漁ットワーク組合 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 計画進行中
N 全日本トラノク協会 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
O 長崎屋 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 計画進行中
P ユニ　ー 0 0 1 0 1 o 0 1 1 0 1 0 1 1 0 計画進行中
Q 大阪装粧品協同組合 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 計画進行中
R たいらや 1 0 1 0 0 D 0 1 1 1 0 0 1 0 0
S ニチイ o o 1 o 1 0 0 1 1 1 o 0 1 0 1
T マックスハリュー 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 o 1
u 日本酒類販売 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1
V 協同組合ホーエー 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 1 1 1 o 1 計画進行中
W 中央物産 】 1 0 0 o 0 1 0 0 1 1 D 1 0 0 計画進行中
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翻麟4リーダーの水平く一一一一一一
型共同化・　　1
外部化はしない．1
瓢蹴至l
　　　　　　　t
不水平・垂直のミックス型共同化．
1　物流センターを新設し、コスト
1　よりも競争力強化重視
N
　　　　　　　　　E
一十一一一一一一一一一一一　一一一一一
R
o　：［
D
　　　　小売業者主導の皿　　　　垂直型共同化。
　一一K－一一＞
　　T　外部化をメイン
　　C　　とし情報システ
　　　　ム化を重視
B
一1 ＋＿．一一一＋一＿＿．，＿＿，＿＿幸壷緯弩瞳嫉轟潔鱗窺
　一2．0　　　　　－1．5　　　　　 －1．0　　　　　－0．5　　　　　　0．0　　　　　　0。5　　　　　　1．O　　　　　　l．5
因子1
（注）SはBと重なって隠れている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　流通業の持続的成長と環境適応システム（上田）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4－2各ケースのプロット
　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　特定地域の部分的な共同化で，人員最配置を重視。
　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　3．O＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　2．5＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　2．0｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　L5｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　L°i
　　　　　　　；　　　　／
　　　　　　　1　　　　　　　／
　　　　O．5チ
　　　　　　　1　　　　　　　　　ノ
，．ダ．の規模1　　／　　　　　　　，．ダーの規模
叢讐議゜1－一デー一ナー一・…・一…一一……一…一一・一譲瓢’
　　　　　　　｝
　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　l工
　　　　一LO｝
　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　lC
　　　　　　　f
　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　iR
　　　　　　　t
　　　　－L5＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　！＿＿＋＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿｝＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＋＿＿＿＿＿＿＿＿＿こ幸錘…rj『！『『：『二控乏『型轡2＿＿，＋＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿f＿＿
　　　　　　　　－3－2－10123
　　　　（注）SはBと重なって隠れている。　　　　　　　　因子3
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●クラスター1
　ケースA，B，　C，　E，0，　R，　S，　Tか
ら構成される。全体の33．3％を占め，クラス
ターllと並ぶ2大クラスターの1つである。
その特徴としては，全てのケースが小売業者
主導であり，小売業者が自己の系列内組織を
中心として垂直型共同化を行い，全域を対象
としている点が最も大きい。小売業者を中心
にみると具体的な輸送共同化の方法は，外部
委託が中心で，卸売業者に一括して委託する
場合が多い。またこのケースでは水平型を含
んだミックス型はない。
●クラスターll
　ケースF，G，　H，1，J，K，　L，　N，
Q，U，W，　Xから構成される最大クラス
ターであり，全体の50％を占める。小売業者
以外，どちらかと言えば卸売業者が主導する
水平型の共同化が多く，異業種同士が組む傾
向がある。リーダーは小規模で，特定地域の
部分的な共同化であることが多い。
●クラスター一皿
　ケースD，Pからなる小クラスター。これ
らは小売業者であるハックキミサワとユニー
がリーダーとなっている。クラスター1と特
徴がよく似ているが，異色なのは，輸送共同
化により生じた余剰人員の店頭への再配置を
重視する点である。
●クラスターIV
　ケースM，Vの2つからなる小クラスター。
これらは山形物流ネットワーク組合と協同組
合ホーエーが主体となっている。特徴的なの
は，水平型・垂直型のミックス型であり，全
てを対象商品とし，全域を対象領域とし，新
物流センターをつくり，対応するという大が
かりな取り組みを行っている点である（但
し，計画進行中）。また両者に共通している
のは，中小物流法に基づく高度化融資を活用
しようとしている点である。
以上から輸送共同化の生成発展の方向を考
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えると大きく2つのグループに分けられるこ
とがわかる。つまりクラスター1とクラス
ター皿の方向である。前者は小売業者が中心
となり，自己の系列を中心として垂直的に全
域を対象として輸送共同化を行う方向であ
り，リーダーたる小売業者のパワーが働いて
いる。後者は，主に中小規模の卸が中心とな
り，異業種も巻き込んで，部分的にやれると
ころから手を付けていくという方向であり，
利害の一致したところが手を結ぶ傾向がある。
　（3）望ましい発展方向と促進策
　上で述べた2つの主流となっている方向性
を生んだ背景を考える必要がある。傾向とし
ては，リーダーとなっている主体が，やりや
すいところから始め，主体もしくはグループ
での最適化を目指そうとしていることがこれ
までの分析から明らかになった。これらの問
題点としては以下のように考えられる。
　クラスター1ではリーダー自体の最適化を
中心としており，その共同化は系列単位で完
結し，系列を超えることが困難そうに思われ
る。またクラスター皿では異業種が組むとい
う点は評価できるが，アドホックな水平的共
同化のみで垂直的な発展は難しい。
　これらの傾向が生成した背景としては，物
流，特に輸送が企業の市場差別化のための手
段となっているということが挙げられる。こ
のような背景の状態では，輸送共同化は，環
境問題に関し，事態の一応の改善とはなる
が，部分最適化の範囲から抜け出ず，社会全
体での最適化は難しい。
　従って，真に環境適応を考慮するならぽ，
企業の根本的な意識変革が必要となる。つま
り，必要なのは，競争エリアの縮小であり，
物流のインフラストラクチャー化という考え
方である。この考え方では，物流は共同化で
取り組み，その他の領域で企業同士の競争を
行うということになる。この考え方は宮沢
（1993）にも見られる。価格破壊とも価格革
流通業の持続的成長と環境適応システム（上田）
命とも言われる現在，コストを下げる重要な
手段として輸送共同化は行われ，真に競争す
る領域は，各企業の独創性を発揮できる領域
に絞られつつある。メーカーであれば，新製
品開発，卸はリテイルサポート，小売は品質
・品揃え・商品調達先の選択である。
　理想的な姿を物流のインフラストラク
チャー化とするとこれに至るためには，クラ
スター1のような小売業者主体の系列企業だ
けで完結しやすい構成では，リーダー同士の
協同組合的な機能を持つ組織の形成や政策面
での優遇措置などが必要となろう。また規模
の小さい卸等が水平的に組むクラスター皿の
ような場合，生・配・販の各レベルごとの水
平型共同化の垂直的結合を促進する組織の形
成と政策的な優遇策を設けることが考えられ
よう。これらの点に関しては更に詳しい検討
が必要である。その場合に，1つの見本とも
なりうるのがミックス型共同化のクラスター
Nである。現在のところ数は少ないがそこか
ら得るところは大きい。
挙げられる。これから高度技術の単位あたり
の影響度が飛躍的に大きくなる時代を迎えて
最後に述べた点は緊急に広く論議されねばな
らないだろう。
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5．結　論
　本研究では，流通業において環境問題と最
も深い関連を持つ機能が物流機能であり，中
でも問題解決のキーとなるのが輸送共同化で
あることを裏付けた。そして，輸送共同化に
ついて，その生成発展の現状・方向性につい
て検討し，2つの代表的な方向があることを
確認した。そして，最終的なインフラストラ
クチャーとしての物流を目指すための方向性
についても若干触れた。この最後の点に関し
て，更に深くつっこんだ調査・研究も今後の
課題として重要である。次にもう1つの残さ
れた大きな課題としては，図2－3で述べたよ
うに，「社会問題の発生と対応」において対
症療法的に対応するばかりではなく，事前に
影響をアセスメントし，未然に環境問題発生
を防ぐ具体的な社会システムを考えることが
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　最後に本研究は，平成4年～6年，BO2
「企業組織と経営戦略」科研費研究プロジェ
クト，NO．13，　r高度技術社会と企業経営』（代
表梅田富雄）の一環として行われた。お世
話になったメンバーの方々に心からお礼申し
上げる。
